
 

 

平成 29年度 高知県への移住者数について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈29 年度の傾向〉※県の窓口を通じて移住された方の傾向(816組のうち 285組) 
○例年通り 
 ・年代別では、20代から 40代の割合が８割以上となっている。 

・移住前住所地は、関東が約４割、関西が約３割となっている。 
・移住者の出身地は、Uターンが約３割となっている。 

 ○特徴的 
  ・単年度で県内の全市町村への移住を達成したのは、初めて。 
 ・就業状況は、企業・団体への就職や起業・自営業が増加している。 

  ※企業・団体への就職（H28：42%→H29：51%）、起業・自営業（H28：2%→H29：6%） 

 
 

昨年度の移住者数の実績を報告します。 
平成 29 年度の「県外から高知県への移住者数」は、816 組（1,198 人）、対前

年比 119％（115％）で、産業振興計画の目標に掲げる平成 29年度目標 800組を

達成しました。 
「新規相談者数」は 4,186人で、対前年比 112％です。 
 
※市町村及び県（高知県移住促進・人材確保センター、各産業団体、高知県）の相談窓口

等を通じた数字（移住者数と組数は各窓口での重複を除く） 

平成 30 年 4 月 24 日 

高知県産業振興推進部移住促進課 

問い合わせ先  

移住促進課 細川、山本、吉良 

（０８８）８２３－９７５５ 
飛躍への挑戦！
高知県産業振興計画


